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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月10日(2016.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焼嵌めチャック（２）を冷却するための装置であって、前記焼嵌めチャック（２）上に
配置されることのできる冷却用付属部材（１）を有しており、当該冷却用付属部材（１）
の内面（１４）に冷却剤を供給するための、複数の供給口（３０）を含んでおり、前記供
給口（３０）を経由して前記冷却付属部材（１）の前記内面（１４）に液体冷却剤を供給
するための手段（２１、２８）と、前記焼嵌めチャック（２）を冷却するために使用され
る前記冷却剤を、前記冷却用付属部材（１）の前記内面（１４）から抽出するための吸引
－抽出手段（１５、１６、１７）が前記冷却用付属部材（１）に連結されており、前記吸
引－抽出手段（１５、１６、１７）が少なくとも一つの吸引－抽出ユニット（１７）に接
続される一つの吸引－抽出通路（１５）を含んでおり、前記抽出ユニット（１７）によっ
て、空気が、前記吸引－抽出通路（１５）を介して前記冷却付属部材（１）の底面で吸引
されることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記液体冷却剤を供給するための前記手段（２１、２８）は、冷却剤ポンプ（２１）と
冷却剤用接続部（２８）とを含んでおり、前記冷却剤用接続部（２８）は、前記冷却用付
属部材（１）に配置され、且つ前記液体冷却剤を前記供給口（３０）へと供給するために
前記冷却剤ポンプ（２１）に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記供給口（３０）は、冷却用孔（２９）を介して環状空間（２６）に連結されている
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記環状空間（２６）は、前記冷却用付属部材（１）の外側スリーブ（２２）と内側ス
リーブ（２３）との間に配置され、前記冷却用孔（２９）と前記供給口（３０）は前記内
側スリーブ（２３）に配置されていることを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
少なくとも一つの切り抜き部（２５）が前記外側スリーブ（２２）に提供されており、好
ましくは透明の材料で構成されている前記内側スリーブ（２３）が、前記切り抜き部（２
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５）を通じて見えることを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記チャック（２）上の前記冷却用付属部材（１）の軸方向の位置決めのためのマーキ
ングが、前記切り抜き部（２５）の領域における前記内側スリーブ（２３）に提供されて
いることを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記冷却用孔（２９）は、前記冷却用付属部材（１）の上側方向に上向きの角度で延び
ていることを特徴とする請求項３から６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　少なくとも一つの吸引－抽出ユニット（１７）に接続される吸引－抽出通路（１５）は
、前記冷却付属部材（１）の上側に配置されていることを特徴とする請求項１から７のい
ずれかに記載の装置。
【請求項９】
　前記冷却用付属部材（１）は、前記冷却用付属部材の上側の前記吸引－抽出通路（１５
）のための連結部（３１）を含むことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記冷却用付属部材（１）は、ガイド部（３）を垂直方向に移動できるように配置され
ていることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記冷却用付属部材（１）は、前記焼嵌めチャック（２）を受領するためのホルダ（１
２）上に降下することができることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ガイド部（３）は、前記冷却用付属部材（１）の下部の前記ホルダ（１２）を正確
に位置決めするために設計された下方台座領域（４）を含むことを特徴とする請求項１１
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記焼嵌めチャック（２）上の前記冷却用付属部材（１）の位置決めのための機械的止
め部が、前記冷却用付属部材（１）上に配置されていることを特徴とする請求項１から１
２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置は前記焼嵌めチャック（２）の温度を計測するための手段、及び／又は気流の
温度を計測するための手段を含むことを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載の
装置。
【請求項１５】
　前記冷却用付属部材（１）は、前記焼嵌めチャック（２）の隠れた表面に対して気流を
偏向するための空気の案内要素を含むことを特徴とする請求項１から１４のいずれかに記
載の装置。
【請求項１６】
　誘導手段（３３）が前記冷却用付属部材（１）に一体化されていることを特徴とする請
求項１から１５のいずれかに記載の装置。
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